
議
員
提
出
第
四
十
二
号
議
案

「
女
性
が
輝
く
社
会
」
の
実
現
に
関
す
る
意
見
書

政
府
は
、
女
性
の
活
躍
を
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
定
め
、
「
二
〇
二
〇
年
に
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女

性
の
割
合
三
〇
％
」
と
の
目
標
を
掲
げ
、
「
女
性
活
躍
担
当
大
臣
」
を
新
設
し
た
。

ま
た
、
臨
時
国
会
に
は
「
女
性
の
活
躍
推
進
法
案
」
を
提
出
し
、
そ
の
取
組
の
推
進
を
「
国
や
地
方
自
治

体
の
責
務
」
と
位
置
づ
け
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る
環
境
整
備
な
ど
に
向
け
た
基
本
方
針
を
国
が
策
定

す
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
国
や
地
方
自
治
体
に
加
え
従
業
員
が
三
〇
〇
人
を
超
え
る
企
業
・
団
体
に
対

し
、
女
性
管
理
職
の
割
合
や
女
性
の
採
用
比
率
、
女
性
の
勤
続
年
数
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
状
況
把
握
・

分
析
し
、
改
善
す
べ
き
事
項
等
に
関
し
て
の
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
を
定
め
て
、
こ
れ
を
公
表

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
た
。
加
え
て
、
国
は
公
共
工
事
の
実
施
や
物
品
の
調
達
な
ど
に
当
た
っ

て
、
女
性
の
登
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
・
団
体
へ
の
発
注
の
機
会
を
増
や
す
と
し
て
い
る
。

今
後
、
我
が
国
が
世
界
で
最
も
「
女
性
が
輝
く
社
会
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
取
組
を

確
実
に
進
め
つ
つ
、
一
層
加
速
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

一

「
二
〇
二
〇
年
に
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
三
〇
％
」
と
の
目
標
に
つ
い
て
、
民
間
に
先
駆

け
て
政
府
、
国
会
、
地
方
自
治
体
が
よ
り
早
急
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
毎
年
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

公
表
す
る
こ
と
。

二

女
性
が
幅
広
い
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
職
場
復
帰
等
の
支
援
や
、
起
業
支
援
、
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
な
ど
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
の
支
援
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

三

家
庭
生
活
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
や
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
、
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
一
労
働
に
も
か
か

わ
ら
ず
男
女
間
に
生
じ
る
賃
金
格
差
の
実
質
的
な
解
消
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

四

働
く
女
性
が
妊
娠
・
出
産
を
理
由
に
し
た
不
利
益
な
対
応
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト(

マ
タ
ハ
ラ)

」
の
撲
滅
に
向
け
、
企
業
な
ど
に
対
し
、
マ
タ
ハ
ラ
を
防
ぐ
行
動
計
画
の
策
定

を
義
務
付
け
る
こ
と
。

五

子
ど
も
の
医
療
や
教
育
に
係
る
財
政
的
支
援
や
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
住
宅
支
援
な
ど
、
子
ど
も
・

子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
て
予
算
・
税
制
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

六

「
女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援
法
」
の
制
定
、
女
性
特
有
の
疾
病
予
防
対
策
、
不
妊
治
療
・
不
育
症
に

対
す
る
助
成
の
拡
充
な
ど
幅
広
い
支
援
を
一
層
拡
充
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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